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4 Cm の 経 時的変化 と HPV 感染，　 clonal　status との 関連
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【目的】現在 まで に，子宮頸 部異 形 成 （以 下 CIN）の 発 生に は HPV が 深 く関与 して い る こ と，
　 CIN2 ・3で は CIN1に比し， 腫瘍

と して の 性格で あ る monoclonal な病 変 で あ る 率 が 高 い こ とが 明 らか に され た．しか し，同 じ CINI ・2病 変 に も進 行 す る病 変 ・

持続す る病変
・
退縮する病変があり，今回我 々 は，こ の よ うな CIN 病変の 経時的変化 と HPV 感染 ，

　cl。 nal 　status との 関係 につ

い て検討 した ．
【方法】2ヶ 月

〜37ヶ 月 の follow　up 期 間 に お け る CINI退縮症例11例 ・持続症例11例 ・進行症例 8例，　CIN2退縮症例11例 ・持続

症 例 5 例 ・進 行症 例 5 例 に つ い て ，パ ラ フ ィ ン 包 埋 切 片 か ら Laser　Capture　Microdissectionにて病 変 を 回収．　 Androgen　Re −

ceptor 遺伝子 の 不活化 の パ タ
ー

ン を利用 した clonality 解析，お よび consensus 　primer と制限酵素 を用 い た PCR −Restrictien
Fragment　Length　Polymorphimに よる HPV の typingを行 っ た．
【成績】進行13例中12例 が menoclonal で 悪性型 HPV （16〆18／31／52／58型）の感染を認め た．持続 16例 で は，12例 は polyclonal

で 良性型 HPV （6〆ll型 ）の 感染 を認め た が，4例は monoclonal で 悪性 型 HPV （16／31／58型 ）の 感 染 を認 め た．退 縮 22例 で は ，

20例 で polyclonalで 良性型 HPV （6／11型）の 感染を認め た が，2例 は monoclona 且で 悪性型 HPV （18／58型）の 感染 を認め た．
【結論】悪 性 型 HPV に よ り形 成 され る monoclonal な CIN 病変 は

，

一
部 biopy な ど に て 消失す る 場合を 除い て 進行す る

一
方 ，

良性 型 HPV 感 染 に よ り引 き起 こ され る polyclonal な CIN 病変 は持続あ るい は退縮する こ とが推察 され る．

5 芳年女性の 細胞診異常と HPV 感染に 関す る疫学的研究
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【目的】近年，若年性子宮頸癌の 増加が 注 目 され て お り，そ の 制 圧 に は従来か ら豊富 に存在 す る30才以 上 の デ
ータに加 え て，

30才未満 の 実態把握が必要で ある．今回，我 々 は30才未満 の 子宮頸部細胞診 と HPV 検査 を行い ，．・
般 に 子宮癌検診の 対象 と

さ れ る30才 以 h で 同様 の 検査 を 行っ た データ と比 較 しつ つ ，頸癌発生 初期 に 関 わ る 疫学的パ イ ロ ッ ト研究を行 っ た．
【方法】対象 は1999年 4 月か ら2001年5 月 まで に 当院 を 初診 した 30才未満女性197人 （15− 19才77人 ， 20才代ユ20入） と対照 と

して の 30才以 上 109人 （30才代41人，40才以 上 68人 ）で あ る．こ れ らの 患 者 か らイ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得 た の ち，細 胞

診およ び Ll領域の コ ン セ ンサ ス プラ イマ
ー

を用 い た HPV の 検出
・
型同定を行 っ た．

【成 績】細 胞 診 有所見 （ク ラス IHa以 上 ）率 は30才未満で 8．1％ （15一ユ9才11．1％，20才代7．5％ ），30才以 上 で 6．5％ （30才代4．9

％，40才 以 上 7．3％） と有意差 が なか っ た．HPV 陽性率 は 10− 19才46，8％ ， 20才代30％ ， 30才代26．8％ ， 40才 以 上 26．5％ と20
才未満 で の HPV 感染率 が 有意に 高か っ た （p〈 0．Ol）．頸癌関連 HPV 陽性 率は30才未満で 38．9％ （28／72人 ），30才 以 上 で 17．2
％ （5／29人） と30才未満 で有意に 高か っ た （p〈 O．05）．
【結 論】外 来 受診 者 とい うバ イ ア ス はあ るが ， 30才 未満の 若年女性 に お い て，細胞診有所見率 は 30才以 上 と同様 で あり，頸癌

関連 HPV 陽性率 は有意に 高か っ た こ とか ら ， 30才未満の 子宮頸部病変 ，
　 HPV 感染 に注目 し， 長期的な観察を行うこ とで ， 頸

癌発生 過程 の 解明や 若年性頸癌 の 予防に 繋が る情報が 得 られ る可 能性が 示 され た．

6 Fihn　in　situ　zymography 法 （FIZ 法）の 子宮頸部捺印細胞診へ の 応用
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【目的 】子 宮頸 部扁 平 上 皮 癌 お よ び 関連 病 変 に対 す る，FIZ 法 を用 い た 細 胞 外器 質溶解酵素 （MMP ）活性 の 評価 を，擦過細胞

診へ の 応用 の 前段階 と して ，捺印細胞診を 用 い て 行 っ た．
【方法1当院で 円錐切除術を施行 した 37例 を イ ン フ ォ

ーム ドコ ン セ ン トを得 た後，対象 と した．円錐切 除 後速や か に切 除標本

の 病変部位 1ヶ 所 に割を入れ，ゼ ラチ ン コ
ー

トした フ ィル ム に 捺印 し た．標本は捺印後固定 し，同部位 を HE 標本 に て 確認 し

た．フ ィ ル ム は37℃，湿 度 100％ で 6時 間 静置後，核染色 し検鏡 し た．ゼ ラ チ ン コ
ー

ト脱色 を FIZ 陽性 と し，陽性 所 見 を 1）細
胞 周囲が

・
様 に 脱 色する homogenous　pattern （HO ） と ， 2）不均

一
に 脱色す る heterogenous　pattern （正IE）に 亜 分類 した．

【成 績】FIZ 陽性率 を組織診断別 に み る と Ial−lbl期の 浸潤癌8／8 （100％ ）， 上皮内癌 14／14（100％）， 高度異形成2／5 （40％），
中等度異形成3／5

’
（60％），軽度異形成0／5 （0％〉で あっ た．また FIZ 陽性所見 の 亜 分類 は ， 浸 潤癌で は8／8例 （100％）が HO

，

上 皮内癌 で は 6／14 （43％）が HO ，8／14例 （57％ ）が HE で あ り，軽度
〜

高度異 形 成 で は5／5例 （100％）が HE で あ っ た．

【結 論】子 宮頸癌お よび 関 連病変 にお い て，病変が 高度 に なる ほ ど FIZ 陽性 の 頻度が増加 し，かつ 一
様な脱色が 起 こ る こ とが

子 宮頸部捺印細胞診検体 に お い て 確認 され，子宮頸部擦過細胞診へ の 応用 も期待 で きる こ とが判明 した．
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